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Ⅰ．は じ め に

Brugada症候群の治療は植込み型除細動器（ICD）

植込みが原則であるが，植込み後も心室細動（VF）

が頻回に出現し，VFの予防が必要となる症例を経

験することがある．キニジンはBrugada症候群にお

けるVFの予防に有効であることが報告されている

が，消化器症状やQT延長など，副作用も少なくな

い．今回われわれは，VFを頻回に認めるBrugada

症候群に対して少量のキニジンがVFの予防に有効で

あった2例を経験したので報告する．

Ⅱ．症　　　例

【症例1】24歳男性．主訴は意識消失．既往歴は10

頻回の心室細動を繰り返すBrugada症候群に対して
少量のキニジンが有効であった2症例
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心室細動（VF）を繰り返すBrugada症候群に対して，既報の投与量よりかなり少量

のキニジンが有効であった2例を経験した．【症例1】24歳男性．平成12年4月深

夜，飲酒後に意識消失があった．入院後V1，V2でcoved型ST上昇とVFを認め，

Brugada症候群と診断，植込み型除細動器（ICD）植込みを行った．同年5月下旬よ

り深夜にVFを頻回に認めたため，キニジン200 mg/日（1×眠前）の投与を開始した．

平成13年1月，2月にVFを認め，キニジン300 mgへ増量後はVFは発生してい

ない．【症例2】25歳男性．平成14年10月深夜に意識消失し，入院．V1，V2 で

coved型ST上昇を認めたため，Brugada症候群と診断，ICD植込みを行った．平成

15年1月と3月にVFによりICDが作動したため，キニジン200 mg/日（1×夕）の

投与を開始した．以後安定していたが，平成18年6月28日22時，VFによるICD

作動を認めた．この日はキニジンを内服していなかった．少量のキニジンがVF抑制

に有効であると考えた．
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症　例 Brugada症候群の ICD植込み症例あるいは拒否症例における
心室細動に対する薬物療法について



歳時に肺炎を発症しているが，突然死の家族歴はな

い．平成12年4月23日深夜飲酒後，夜間3回うめき

声を伴う数分間の意識消失に母親が気づいて，近医

に救急搬送された．問診中に再び意識消失し，モニ

ター上にVFが認められたため，除細動された．心

電図にてV1，V2でcoved型ST上昇を認めたことか

ら，Brugada症候群と診断され，当院転院となった．

入院時心電図は洞調律で，V1はtype1, V2はsaddle-

back型type2のBrugada型心電図で，一肋間上でV1

のST上昇がさらに顕在化した（図1）．右側胸部誘導

の波形は日内変動を認め，V2でもcoved型ST上昇

を認めた．VFが頻回に起こるため，ICD植込みを

優先し，その後諸検査を行った．心エコー，胸部

CT，両心室造影を行うも器質的心疾患はなかった．

冠動脈造影では有意狭窄を認めず，冠攣縮誘発試験

も陰性であった．SCN5Aの遺伝子解析も行ったが，

SCN5Aエクソン部分に変異はなかった．電気生理

検査（EPS）ではAH間隔78 msec, HV間隔41 msecで

SNRT1214 msec，右室心尖部と右室流出路より頻度

刺激法と期外刺激法を施行したが，VFは誘発され

なかった．EPSではVFは誘発されていないが，

ICD植込み時右室心尖部のリードからの単発期外刺

激でVFは誘発された．フレカイニド負荷試験では

V2で2 mmのST上昇を認め，陽性と考えた．同年5

月末より飲酒後などにVFを頻回に認めるようにな

り，6月に再入院し，キニジン200mg/日（1×眠前）

の内服を開始した．その後，VFを認めなかったた

め退院し外来フォローとした．入院中にキニジン内

服後，数時間ごとに心電図にて右側胸部誘導のST

波形とQTcを比べたが，ほとんど変化はなかった

（図2）．またキニジン内服初日に測定した内服4時

間後と10時間後の血中濃度は，それぞれ0.6μg/ml,

0.4μg/mlであった．その後外来フォロー中であっ

たが，平成13年1月と2月にVFを起こしたので，

キニジンを300 mg/日（1×眠前）へと増量した．以

後VFは認めていない．なお，増量後に外来（午後）で

測定したキニジンの血中濃度は0.5μg/mlであった．

【症例2】25歳男性．主訴は意識消失．既往歴に特

記事項なし．父親は35歳時に失神歴があり，父方従

兄弟が27歳で突然死している．平成14年10月，夕

食後深夜0時ごろに30秒間の意識消失を母親が目撃

し，近医入院となった．入院時は心房細動（AF）で
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図1 症例1の入院時心電図
V1でcoved型ST上昇を認め，第3肋間ではV1のST上昇が顕在化する．



V1，V2 でcoved型ST上昇を認め，Brugada症候群

の疑いより当院転院．入院時心電図は洞調律で，V1，

V2 はcoved型type1のBrugada型心電図で，一肋間

上でV1～V3のST上昇が顕在化し，V3にもcoved型

ST上昇を認めた（図3）．心エコー，左心室造影で器

質的心疾患はなかった．冠動脈造影でも有意狭窄を
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図2 症例1のキニジン内服後の心電図変化
キニジン内服後の心電図変化（午後8時200 mg内服）．ST波形，QTcとも著明な変化は認めず．
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図3 症例2の入院時心電図
V1, V2でcoved型ST上昇を認める．第3肋間ではV1～V3でさらにSTが上昇し，

V3までcoved型ST上昇を認める．



認めず，冠攣縮誘発試験も陰性．SCN5Aの遺伝子

解析も行ったが，SCN5Aエクソン部分の変異は認

めなかった．EPSではbaselineでAH間隔125 msec,

HV59 msecでSNRT1231 msec．心房期外刺激法に

てAFが誘発された．右室心尖部と右室流出路より

頻回刺激法，3発期外刺激法を行うもVFは誘発され

なかった．ピルジカイニド負荷試験ではV1でSTが

さらに2 mm上昇し，陽性であった．経過と検査結

果よりBrugada症候群と診断し，ICD植込みを行い

退院した．平成15年1月と3月の夜間にVFが発生

し，ICDが作動したためキニジン200 mg/日（1×夕

食後）の内服を開始した．キニジン内服前後で心電

図を比べたが，明らかな波形の変化，QTcの変化は

認めなかった（図4）．外来で午後測定したキニジン

の血中濃度は0.3μg/mlであった．平成18年6月28

日22時ごろ，VFのためICDが作動した．この日は

たまたまキニジンを内服していなかった．なお，父

親もV1でcoved型ST上昇を認めており，失神の既

往，家族歴からBrugada症候群と思われたが，精査，

治療を拒否されたため，ICD植込みは行われていない．

Ⅲ．考　　　察

Brugada症候群の右側胸部誘導のST上昇は，右

室流出路の心外膜側と心内膜側の一過性外向き電流

（Ito）量の違いによる心外膜－心内膜間の電位勾配が

その原因と考えられており，さらに心外膜側の心筋

細胞間で活動電位持続時間が不均一になれば第2相

リエントリーが生じ，VFの引き金になるとされる1）．

キニジンがBrugada症候群のVF抑制に有効であ

ると報告されているが2）～6），主な作用機序としてIto

の遮断が考えられる．Hermidaらは平均609±

89 mg/日のキニジン投与にて，無症候性Brugada症

候群の76％（22/29）においてEPSでの心室頻拍（VT）

とVF誘発を抑制したと報告している 2）．また，

Belhassenらは平均1483±240 mg/日のキニジン投

与にて，有症候性/無症候性Brugada症候群患者の

88％（22/25）でVFの誘発と自然発作を抑制したと

報告している3）．さらに，Mizusawaらによる300～

600 mg/日の少量のキニジンがVFの予防に効果的

であったとの報告もある4）．

今回われわれはVFを頻回に認めるBrugada症候
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図4 症例2のキニジン200mg内服前後の心電図
ST波形，QTcとも著明な変化は認めず．



群症例に対して，既報の投与量よりかなり少量のキ

ニジン内服投与を夜間にのみ行い，副作用もなく，

VFのコントロールが良好であったため報告した．2

例とも外来時（午後）に血中濃度を測定したが，有効

血中濃度に達していなかった．さらに症例1はキニ

ジン200 mg内服開始時にも夜間と早朝の血中濃度

を測定したが，有効血中濃度に達していなかった．

ただし，2例とも現在の投与量での夜間，早朝の血

中濃度は測定しておらず，夜間，早朝は有効血中濃

度に達していて，夜間のみのVFイベントが抑制で

きているのか，あるいは有効血中濃度に達していな

くても効果があるのかは明らかでない．キニジンは

消化器症状などの副作用が強く，可能であれば少量

投与が望ましい．キニジン内服前後で右胸部誘導の

ST波形を検討した報告では，STが正常化，上昇，

不変と変化のバリエーションを認めている2），5）．今

回は2例ともキニジン内服後，VFのイベントが減少

し，1例は内服を忘れた日にVFを起こしており，臨

床症状からキニジンの有効性は明らかであるが，内

服前後で明確な胸部誘導の波形の変化を認めず，心

電図や血中濃度による投与量の決定は困難であっ

た．キニジンのVF抑制効果は完全ではないため，

ICDのバックアップは必要であるが，頻回作動の予

防に向け，今後さらに症例を積み重ね，キニジンの

投与量と有効性の関係および，有効性の指標を検討

したい．またキニジンはItoのみに選択的なチャネル

ブロッカーではないので，Ito選択的チャネルブロッ

カーが日本で使用できるようになれば，Brugada症

候群の薬物療法の可能性は一層広がると考えられる．
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